文部科学省 私立大学研究ブランディング事業（平成30年度）

工学院大学総合研究所 都市減災研究センター（UDM）業績報告書
テーマ２　山下哲郎、田村雅紀、西川豊宏、久田嘉章（建築学部）

著書

1. 大崎純、竹内徹、山下哲郎, シェル・空間構造の基礎理論とデザイン, 京都大学出版会, 2019年2月
2. T. Kashima, Y. Hisada, S2HM practice and lessons learned from the 2011 Tohoku Earthquake in Japan, Seismic Structural Health Monitoring, Springer, 2019.3（掲載決定）
査読付き論文

1. 中西真子、久田嘉章、山下哲郎, 笠井 和彦、長周期・長時間地震動や活断層近傍の強震動など極大地震動を考慮した都心に建つ既存高層建築の制振補強に関する研究、日本地震工学会論文集、18巻2号、pp.62-81、2018.5
2. 伊藤賢治, 山下哲郎, 渡辺俊也, 置屋根支承部の繰返しせん断加力実験と耐力評価, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.759 2019年5月（掲載決定）
3. 森田明, 本間慶一, 渡邉康弘, 中村美咲, 山下哲郎, 大スパン架構の柱脚に用いるプレストレストゴム支承の剛性評価, 日本建築学会構造系論文集, Vol.84 No.757 pp.393-402, 2019年3月
4. 石川浩一郎, 井藤健徳, 山下哲郎, 大久保昌治, 水平地震動を受ける二層立体トラス壁の動的崩壊機構の制御, 日本建築学会構造系論文集, Vol.83 No.753 pp.1655-1663, 2018年11月
5. 宮澤良丞, 山下哲郎, 石川浩一郎, 2層斜交立体トラス耐震壁の繰り返しせん断加力実験, 日本建築学会技術報告集, No.58 pp.999-1004, 2018年10月
6. 岩澤瞭、山下哲郎, 大スパンH形鋼ラーメンの非弾性地震応答による累積たわみに関する研究, 日本建築学会構造系論文集, Vol.83 No.748 pp.819-826, 2018年6月
7. 田村雅紀，荒川京平, 震災廃木材を利用した木片コンクリートの基礎的物性, 日本コンクリート工学会年次大会論文集, Vol.40, No.1,CD-ROM, 2018年7月
8. 矢ヶ﨑啓介、西川豊宏：数値計算に基づくスプリンクラ設備の耐震性能評価　建築の非構造部材・建築設備の耐震補強と改修に関する研究その3，日本建築学会技術報告集　第25巻　第59号、pp249∼253 2019.2
9. Y. Hisada, T. Osaragi, M. Murakami, O. Mizuno, W. Kobayashi, S. Yasuda, M. Ohara, T. Yamashita, K.Takada, T. Suematsu, J. Shindo, T. Oki, and A.Kakizaki, Disaster Response and Mitigation Support Technology for All-Hazards in Tokyo Metropolitan Area, Journal of Disaster Research, Vol.14, No.2, pp.1-18, 2019.3（掲載決定）
10. 田中信也、金田惇平、引間和人、久田嘉章、地表地震断層近傍における永久変位を含む長周期成分の地震動評価のための震源モデルの設定方法、日本建築学会構造系論文集、752号、pp.1525-1535、2018.10
国際学会論文（査読付も含む）

1. Shunya WATANABE, Tetsuo YAMASHITA, Earthquake Response Analysis of Large Span Facilities Considering Restoring Force Characteristics of Roof Bearings, Proceedings of 12th Asian Pacific Conference on Shell & Spatial Structures (APCS2018) (in USB), pp.508-517, 2018.10

2. Tetsuo YAMASHITA, Ryo IWASAWA, Accumulated Downward Deformation of Large-Span Steel Moment Frames Due to Inelastic Earthquake Response, Proceedings of 12th Asian Pacific Conference on Shell & Spatial Structures (APCS2018) (in USB), pp.298-309, 2018.10
3. Etsuko SASAKI, Ryosuke MIYAZAWA, Tetsuo YAMASHITA, Koichiro ISHIKAWA, Cyclic Shear Tests of Steel Double Layer Truss Walls, Proceedings of 12th Asian Pacific Conference on Shell & Spatial Structures (APCS2018) (in USB), pp.266-276, 2018.10
4. Kenji ITO, Tetsuo YAMASHITA, Cyclic shear tests of conventional bearings supporting long span steel roofs, Abbreviated proceedings,IASS2018 Boston, July16-20, “Creativity in structural design”, No.141 (Full-paper in USB) p.108, 2018.7
5. Yudai ARAI, Tetsuo YAMASHITA, Seismic response evaluation of large-span cantilevered roofs considering dynamic interaction with mainstructures, Abbreviated proceedings,IASS2018 Boston, July16-20, “Creativity in structural design”, No.223 (Full-paper in USB) p.113, 2018.7
6. Masaki Tamura, Michihiko Abe1, Tatsuya Saito,Sustainable construction by utilizing building resource stocks to be considered resilience situation ,The International Federation for Structural Concrete 5th International fib Congress October 2018
7. Misako Hanza, Masaki Tamura, Kentaro Oka, and Osamu Goto,Deterioration Evaluation of the Stucco Lath Ceilings in the Historic Building in Japan, 17th International Symposium on Advanced Technology (ISAT-17) Engineering Innovation for Sustainable Future November 13 – 15, 2018 Danang, Vietnam
8. Keita SHIMOJI, Masaki Tamura, Toshio NARA, Shozo SHIMABUKURO, Masahiro NAITOH, The control of discoloration of wood materials by using clear paints of acrylic silicon, 17th International Symposium on Advanced Technology (ISAT-17) Engineering Innovation for Sustainable Future November 13 – 15, 2018 Danang, Vietnam
9. Erika Futami, Masaki Tamura, Toward Long Time Use of Stone-based Wall Panel in High-rise Building between Past and Future in Japan, 17th International Symposium on Advanced Technology (ISAT-17) Engineering Innovation for Sustainable Future November 13 – 15, 2018 Danang, Vietnam
10. Yuhei Oppata, Masaki Tamura, Inspection of Outer Wall Tiles in High-rise Building by Measuring Impact Response Value 17th International Symposium on Advanced Technology (ISAT-17) Engineering Innovation for Sustainable Future November 13 – 15, 2018 Danang, Vietnam

11. K.Yagasaki, T.Nishikawa, Self-sufficiency-rate Prediction of Water Supplies Post Occurrence of Large-scale Earthquakes, CIB W062 Symposium2018
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1. 山下哲郎, 支承部の特性と設計法, 空間骨組構造の地震被害と耐震設計の新しい展開、2018年度日本建築学会大会（東北）構造部門（シェル・空間構造）パネルディスカッション資料, pp.18-25, 2018年9月
2. 山下哲郎, 3.仮定断面の決定法, 4.設計例,ラチスシェル屋根構造の耐震設計セミナー　講義編, pp.3-1-3-13, 4-1-4-18, 2018年6月20日
3. 大崎純、竹内徹、山下哲郎,ラチスシェル屋根構造の耐震設計セミナー　実践編　資料集, 2018年6月27日
4. 田村雅紀，ドラマをつくる建築仕上げ2019，建築仕上技術，Vol.44, No.522, pp.40-412019.1
5. 田村雅紀、金巻とも子、石川隆司，鈴木光，左官材料を中心とした仕上げ壁の物性評価と機能展開,その1 試験体の作製と住環境機能の展開,月刊リフォーム2018年11月号，pp67-70，2018.11

6. 田村雅紀，建材への道のり，第５回，瓦編，建材試験情報 Vol.55,pp.38-40, 2018.3
7. 田村雅紀，2020年に向けてー左官の課題と可能性，建材フォーラム，No.500, pp.20-41,2018.4.
8. 田村雅紀，尾林岳，外壁タイル補修工事の実態調査を踏まえた弾性接着剤の補修実験と損害・工事費用リスクの調査，月刊リフォーム，pp.84-87，2018.4
9. 久田嘉章、大地震の際の「逃げる必要のない」安心で丈夫な家、Lifestyle MEMBERS、渡辺パイプ、pp.15-20、2019.3（掲載決定）
10. 久田嘉章、首都直下地震と建物対策～逃げる必要のない建物・まちを目指す～、地域防災、2019-2/ No.24, pp.4-7、2019.2
11. 久田嘉章、大学と連携した新宿周辺地域における防災・減災活動、建築防災、490号, pp.1-9、2018.11
12. 久田嘉章、首都直下地震による住まい・高層建物の想定被害、日本地震工学会誌、35号, pp.16-19、2018.10
13. 久田嘉章、地震被害を踏まえた新知識の規基準へのフィードバック、2018年度日本建築学会大会[東北]構造部門　研究協議会資料「建築構造基準体系の現状と国際動向」、pp.28-37、2018.9
14. 久田嘉章、ゴジラ上陸！その時、あなたはどうしますか？　～ブラック・スワンとオールハザードアプローチ～、経営情報誌「オムニ・マネジメント」、2018年4月号, pp.8-13、2018.4
15. 久田嘉章、～震源近傍の強震動～指向性パルスとフリングステップ～、シリーズ「新・強震動地震学基礎講座（第15回）」、日本地震学会ニュースレター、70/ 6, pp.18-21、2018.3
招待講演
1. 山下哲郎, 支承部の特性と設計法, 空間骨組構造の地震被害と耐震設計の新しい展開、2018年度日本建築学会大会（東北）構造部門（シェル・空間構造）パネルディスカッション, 2018年9月
2. 山下哲郎, 3.仮定断面の決定法, 4.設計例,ラチスシェル屋根構造の耐震設計セミナー　講義編, 2018年6月20日
3. 山下哲郎, 解析モデルの説明、地震応答解析, ラチスシェル屋根構造の耐震設計セミナー　実践編, 2018年6月27日
4. 久田嘉章、巨大都市・中心市街地で想定される震災と新宿駅周辺地域における取り組み、シンポジウム「現代都市の複合システムにおける性能設計と耐震性能評価」、日本地震工学会、工学院大学、2019.3.4
5. 久田嘉章、熊本地震での活断層近傍の強震動と建物被害、および、地域連携によるエリア防災、三井住友建設、2019.2.19
6. 久田嘉章、防災セミナー 複合災害に備える、一般社団法人 東京建築士会 防災委員会、工学院大学新宿校舎、2019.2.15
7. 久田嘉章、地震・水害など複合災害と建物・まちの対策、「震災対策技術展」横浜 ～自然災害対策技術展～、横浜国際平和会議場（パシフィコ横浜）、2019.2.8
8. 久田嘉章、活断層近傍の強震動特性と、地震・水害等による複合災害と建物・まちの対策、第147回工学地震学・地震工学談話会、東工大・大岡山キャンパス、2019.1.12 

9. 久田嘉章、地震・水害等の複合災害への対応、防災推進国民大会2018、日本学術会議公開シンポジウム/第６回防災学術連携シンポジウム、東京ビックサイト、2018.10.13
10. 久田嘉章、地震調査研究推進本部の調査研究成果の活用事例、および、今後10年間に期待すること（建築分野より）、地震調査研究推進本部 政策委員会、第３期総合的かつ基本的な施策に関する専門委員会、文部科学省、2018.10.24

11. 久田嘉章、地震・水害など複合災害に立ち向かう備え、第20期 自治政策講座 in 東京Ⅱ、こくほ２１、2018.10.24
12. 久田嘉章、最近の活断層や海溝型巨大地震の強震動特性と設計用地震動に適用する上での注意点、平成２9年度「高圧ガス設備等耐震設計講座第４回」、CIVI研修センター日本橋、　2018.10.17
13. 「想定外地震動」を構造設計者はどう考えるべきか、技術交流セミナー（ユニオンシステム株式会社主催）、新宿ファーストウェスト、2018.9.27

14. 久田嘉章、これまでの評価や観測から理解できる地震動の基礎と長周期長時間地震動や長周期パルスなど「想定外地震動」を構造設計者はどう考えるべきか、技術交流セミナー（ユニオンシステム株式会社主催）、新宿ファーストウェスト、2018.9.27

15. 久田嘉章、地震被害を踏まえた新知識の規基準へのフィードバック、日本建築学会大会（東北）構造部門‐研究協議会「建築構造規準体系の現状と国際動向」、2018.9.4
16. 久田嘉章、断層近傍の強震動特性と地表地震断層近傍の建物被害と対策、及び、想定外時の危機管理、原子力規制庁 勉強会、六本木ファーストビル、2018.7.31

17. 久田嘉章、地震動シミュレーション・ハザード・リスク評価とその活用、ワークショップ：工学的利活用から見た強震動評価の現状と課題―今後10年を見据えて―、防災科学技術研究所東京会議室、2018.7.20
18. 久田嘉章、オールハザードアプローチ～ブラック・スワンとオールハザードアプローチ～、新宿駅周辺防災対策協議会、新宿区役所本庁舎５階大会議室、2018.5.23
19. 久田嘉章、地表地震断層近傍の建物被害、日本原子力学会2018特別国際シンポジウム、東京大学弥生講堂、2018.5.31
20. 久田嘉章、長周期・長時間地震動と長周期パルスに対する超高層ビルの対策、第23回R＆R 建築再生展特別セミナー、東京国際展示場、2018.5.30
口頭発表

1. 伊藤賢治, 渡辺俊也, 山下哲郎, せん断が支配的な置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その2　実験結果の分析, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.877-878）, 2018年9月

2. 渡辺俊也, 伊藤賢治, 山下哲郎, せん断が支配的な置屋根体育館支承部の復元力特性に関する研究　その1　繰り返し加力実験の概要, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.875-876）, 2018年9月

3. 岡田淳史, 山下哲郎, 弾性支承を用いた鉄骨置屋根体育館支承部のせん断応力に関する研究　その3　2 質点モデルの作成及び簡易応答評価, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.869-870）, 2018年9月

4. 稲永匠悟, 寺澤友貴, 松井良太, 竹内徹, 実石明, 小西克尚, 山田哲, 山下哲郎, 石原直, 長谷川隆, 立体トラス屋根を有する鉄骨置屋根体育館の地震被害分析, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.867-868）, 2018年9月

5. 畠山尚子, 年縄巧, 山下哲郎, 鉄骨空間構造物の二次部材の地震応答に関する研究, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.865-866）, 2018年9月

6. 荒井雄大, 山下哲郎, 建物の振動特性を考慮した大規模庇の地震応答評価, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.859-860）, 2018年9月

7. 井藤健徳, 石川浩一郎, 山下哲郎, 水平地震動を受ける二層立体トラス壁の動的崩壊機構の制御, 2018年度日本建築学会大会（東北）（学術講演梗概集　構造Ⅰ pp.827-828）, 2018年9月

8. 田村雅紀、金巻とも子、石川隆司，鈴木光，左官材料を中心とした仕上げ壁の物性評価と機能展開,その1 試験体の作製と住環境機能の展開,2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.101-105, 2018.10

9. 田村雅紀、金巻とも子、牧野萌子，石川隆司，左官材料を中心とした仕上げ壁の物性評価と機能展開,その4 内装左官材の調湿性能測定と比較,2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.101-105, 梅本真穂，田村雅紀、壁土の風土から見る色彩特性と地域特性の評価，2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.173-176, 2018.10

10. 金巻とも子、田村雅紀，中田倫，石川隆司，左官材料を中心とした仕上げ壁の物性評価と機能展開,その2 内装左官仕上げのVOC除去特性の比較,2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.101-105, 2018.10

11. 金巻とも子、田村雅紀，石川隆司，中田倫，左官材料を中心とした仕上げ壁の物性評価と機能展開,その3 内装左官仕上げの臭い除去特性の比較,2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.101-105, 2018.10

12. 乙幡祐平，田村雅紀、築31年を経過した超高層ビルタイル外壁の打診調査と弾性波速度比による剥離性状の評価，2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.169-172, 2018.10

13. 半座三紗子、田村雅紀、岡健太郎、後藤 治、施工後100年が経過した遺産的建造物におけるラス漆喰天井の劣化状態の評価，2018年度 日本建築仕上学会研究発表論文集，pp.133-136, 2018.10
14. 秦賢治，北垣亮馬，橘高義典，田村雅紀，堀竹市，渡辺清彦，ニューヨーク市および台北市の外壁落下リスク対策の制度比較，2018年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2018.9
15. 土田健太，田村雅紀、地域特性を踏まえた地産資源による建築資本改良，その４　未利用資源モルタルの物性評価，2018年度日本建築学会学術講演梗概集，CD-ROM, 2018.9
16. 田村雅紀,後藤治,小林直弘,小清水基貴,石郷岡将平,小松原佑太,村田眞志,池亀主則,堀田博文,堀内智,松山賢,延焼中の茅葺き屋根に対する高粘度液体の燃焼抑制効果（第3報 熱重量示差熱分析TG-DTA）,平成30年度日本火災学会研究発表会梗概集，pp.322-323, 2018.5

17. 石郷岡将平,小松原佑太,村田眞志,池亀主則,堀田博文,堀内智,後藤治,田村雅紀,小林直弘,松山賢,延焼中の茅葺き屋根に対する高粘度液体の燃焼抑制効果（第2報），平成30年度日本火災学会研究発表会梗概集，pp.320-321, 2018.5

18. 小松原佑太,石郷岡将平,村田眞志,池亀主則,堀田博文,堀内智,後藤治,田村雅紀,小林直弘,松山賢,高粘度液体の付着による茅葺き屋根の変色等に関する調査,平成30年度日本火災学会研究発表会梗概集，pp.324-325, 2018.5
19. 櫻井 瞭、田村雅紀，屋根葺き仕様を変えた各種こけら葺き屋根の長期暴露性状の評価，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

20. 下地啓太、田村雅紀、奈良利男、島袋省三、内藤真弘木質建材におけるアクリルシリコン系透明保護塗材を用いた紫外線による退色劣化防止の検証，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

21. 土田健太、田村雅紀，漆喰仕上げ土壁建築における漆喰面剥離現象の検証と簡易補修技術の提案，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

22. 栗原良輔、田村雅紀，窯業系サイディング廃材を用いた再生仕上げ建材の開発，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

23. 川村順平、田村雅紀、村上正浩、金山直司、新藤 敦,都市部の高層ビル街区におけるドローン外壁劣化度調査と評価システム，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3
24. 相山明大、鈴木秋人、田村雅紀、岡田幸三、堀 幸作、高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究 その2タイル-断熱材間の引張接着性評価，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

25. 鈴木秋人、相山明大、田村雅紀、岡田幸三、堀 幸作、高本修一,繊維シートを用いた湿式外断熱タイル張り工法に関する研究 その1繊維シートとビスによる外断熱部の躯体面への付着抵抗性，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

26. 梅本真穂、田村雅紀、後藤 治,四国中央部・三波川変成帯の地質構成が地産壁土に及ぼす 物質的影響による伝統左官技法の継承，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3

27. 西澤元希、田村雅紀、鈴木 光、金巻とも子，左官材料を中心とした仕上げ壁の機能性評価その6漆喰仕上げ壁の長期耐用に影響する不燃性と意匠性の評価，2018年度 日本建築学会関東支部研究報告集，CD-ROM, 2019.3
28. 矢ヶ﨑啓介、西川豊宏、大橋一正、渡辺荘児、田口茂敏、菅野晃平：事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その12)　超高層建築の給排水衛生設備の耐震性能について，日本建築学会大会学術講演梗概集(仙台)， 2018.9

29. 菅野晃平、西川豊宏、大橋一正、渡辺荘児、田口茂敏、矢ヶ﨑啓介：事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その13)　水槽を有する超高層建築における地震時の水賦存量の予測，日本建築学会大会学術講演梗概集(仙台)， 2018.9

30. 田口茂敏、西川豊宏、大橋一正、渡辺荘児、矢ヶ﨑啓介、菅野晃平：事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その14)　水槽を有する超高層建築における地震時の給水自給率について，日本建築学会大会学術講演梗概集(仙台)， 2018.9

31. 渡辺荘児、西川豊宏、大橋一正、田口茂敏、矢ヶ﨑啓介、菅野晃平：事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その15)　実使用量に基づく超高層建築の給水自給率予測と非常災害用井戸による対策事例，日本建築学会大会学術講演梗概集(仙台)， 2018.9

32. 矢ヶ﨑啓介、西川豊宏、大橋一正：事業継続計画策定における建築設備の地震リスクに関する研究（第8報）超高層建築における給水自給率について，空気調和・衛生工学会論文集，2018.9

33. 村上正浩・久田嘉章・柳田悠太朗, 大規模ターミナル駅周辺地域における複合災害への対応支援システムの開発, 第15回日本地震工学シンポジウム, 2018年12月8日

34. 中西真子・久田嘉章, 既存超高層建築の費用対効果を考慮した耐震性能評価に関する研究, 第15回日本地震工学シンポジウム, 2018年12月8日

35. 中村 航・久田嘉章, 2016年熊本地震の地表地震断層の近傍における建物被害調査, 第15回日本地震工学シンポジウム, 2018年12月7日

36. 久田嘉章, 地表地震断層ごく近傍の強振動特性、および、断層ズレによる建物被害, 第15回日本地震工学シンポジウム, 2018年12月7日

37. 小坂宏之・田中良一・仲野健一・前川利雄・畑義雄・山崎康雄・石川理人・久田嘉章, 南海トラフを対象とした改良経験式による入力サイト波策定における検証と課題(その2)断層最短距離やサイト特性の影響に関するパラメトリックススタディ, 第15回日本地震工学シンポジウム, 2018年12月6日

38. 田中良一・小阪宏之・仲野健一・前川利雄・畑義雄・山崎康雄・石川理人・久田嘉章, 南海トラフを対象とした改良経験式による入力サイト波策定における検証と課題(その1)改良経験式に基づく計算コード作成と妥当性の確認, 第15回日本地震工学シンポジウム, 2018年12月6日

39. 久田嘉章・田中信也（東電設計）, 地表地震断層近傍における長周期成分の評価を目的とした震源モデルの長大断層への適用性（その2）2008年四川地震, 日本地震学会2018年度秋季大会, 2018年10月9日

40. 田中信也・久田嘉章, 地表地震断層近傍における長周期成分の評価を目的とした震源モデルの長大断層への適用性（その1）1999年コウジャエリ地震, 日本地震学会2018年度秋季大会, 2018年10月9日

41. 金田惇平・田中信也・中村航・久田嘉章, 2016年熊本地震におけるKiK-net益城と益城町下陳の地震動と建物被害の違いの原因について　その3　地震動と建物被害の違いの原因に関する考察, 2018年度日本建築学会大会(東北), 2018年9月6日

42. 田中信也・金田惇平・久田嘉章, 2016年熊本地震におけるKiK-net益城と益城町下陳の地震動と建物被害の違いの原因について　その2　Kik-net益城と益城町下陳における地震動の推定, 2018年度日本建築学会大会(東北), 2018年9月6日

43. 中村 航・田中信也・金田惇平・久田嘉章, 2016年熊本地震におけるKiK-net益城と益城町下陳の地震動と建物被害の違いの原因について　その1　対象とした地点の建物被害の特徴, 2018年日本建築学会大会(東北), 2018年9月6日

44. 久田嘉章, 震源断層近傍の強振動特性　フリングステップ/パルスついて, 2018年度日本建築学会大会(東北), 2018年9月5日

45. 鱒沢曜・田中聡・中嶋洋介・久田嘉章・宮村正光・諏訪仁, 非建築専門家による地震後の建物被害調査・情報集約手法に関する研究, 2018年度日本建築学会大会(東北), 2018年9月5日

46. 中西真子・久田嘉章, 制振補強を行った既存超高層建築の費用対効果を考慮した耐震性能評価の検討, 2018年度日本建築学会大会(東北), 2018年9月4日

47. 田中信也・久田嘉章, 2016年熊本地震を対象とした地表地震断層近傍における永久変位を含む長周期成分の評価, 日本地球惑星連合大会, 2018年5月21日

48. 久田嘉章, 地表地震断層近傍の強震動特性～Fling Stepとは何か？～, 日本地球惑星連合大会, 2018年5月21日
外部資金の獲得

1. 山下哲郎、文部科学省・科研費・基盤A一般／平成28～32 年度／1,300 千円（1,000 千円）、吊り天井システムの地震時の損傷発生機構とその被害軽減方法に関する研究 (研究代表者：東京工業大学　元結正次郎）
2. 山下哲郎、指定研究費：川金コアテック株式会社／ゴム支承部の実験／780千円
3. 山下哲郎、文部科学省・科研費・基盤C一般／平成28～30 年度／4,940 千円（3,800 千円）、格子状壁面を用いた新しい耐震構造実現のための基礎的研究 代表
4. 田村雅紀／平成29-30年度／1,925 千円、湿式外断熱タイル張り工法(研究代表者)，株式会社ツヅキ，企業共同研究

5. 田村雅紀／平成29-30年度／100千円，東京都左官職組合連合会，企業技術指導

6. 田村雅紀／平成30年度／300千円，株式会社セブンケミカル，企業技術指導

7. 田村雅紀／平成30年度／100千円，株式会社アドヴァン，企業技術指導

8. 後藤治，田村雅紀ほか／平成30年度 消防防災科学技術研究推進制度／伝統的家屋等への飛び火延焼防止のための高粘度液体を利用した消火手法の開発　ほか

9. 久田嘉章、文部科学省・科研費・基盤C一般／平成28～30 年度／1,450千円、震源近傍の強震動予測手法の開発と工学的利活用に関する研究(研究代表）
10. 久田嘉章、内閣府・JST・ SIP防災／平成26～30 年度／11,582千円、課題7-2 首都圏複合災害への対応・減災支援技術（課題サブテーマ代表）
11. 久田嘉章、防災科学技術研究所・長周期地震動に関する観測・予測情報の利活用技術開発に関する研究／平成30 年度／4,965,千円、長周期地震動による超高層建築の応答・損傷予測と対応支援システムの開発(研究代表）
12. 久田嘉章、指定研究費：7社共同研究・地震動ワーキンググループ(代表 西松建設）／500千円
13. 久田嘉章、指定研究費：大鐘測量株式会社／300千円
14. 久田嘉章、指定研究費：五洋建設株式会社／500千円
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

1. 工学院大学（久田嘉章ほか）、工学院2017型災害対応支援アプリケーションプログラム、知的財産権登録、P第10863号-1、2018/06/21
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

1. 後藤治，田村雅紀，小林直弘ほか，高粘度液体を用いた伝統的建造物及び密集市街地の木造住宅の防火対策手法の開発，選抜展示，2018年イノベーションジャパン，東京ビックサイト、2018.8
2. 久田嘉章、FMラジオ・JFN｢OH!HAPPY MORNING!｣のコーナー「Today's Focus」で住宅の耐震対策に関するインタビューに答えました。 

3. 久田嘉章、毎日新聞「災害で都市機能マヒ、盲点はどこに」コメント掲載 

4. 久田嘉章、毎日新聞　地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

5. 久田嘉章、毎日新聞web(9月15日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

6. 久田嘉章、Goo ニュース(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

7. 久田嘉章、msnニュース(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

8. 久田嘉章、Infoseekニュース(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

9. 久田嘉章、ニュース - msn(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

10. 久田嘉章、Yahoo!ニュース Japan(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

11. 久田嘉章、Biglobe ニュース(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

12. 久田嘉章、Au one ニュース(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

13. 久田嘉章、Mixi ニュース(9月14日配信)地震などの災害時、訪日外国人に対する災害情報の伝達についてコメント掲載 

14. 久田嘉章、産経新聞　台風21号と北海道地震により、関西国際空港や新千歳空港において、訪日客や交通機能が影響を受けたことについてコメント掲載 

15. 久田嘉章、Yahoo!ニュース(9月12日付)台風21号と北海道地震により、関西国際空港や新千歳空港において、訪日客や交通機能が影響を受けたことについてコメント掲載 

16. 久田嘉章、朝日新聞「停電　慌てないためにー専門家に聞く」地震・停電に見舞われたらどう行動すべきかコメント掲載 

17. 久田嘉章、神奈川新聞　本学、東京電機大学、土木研究所などが取り組む内閣府の戦略的イノベーションプログラムの一環として横浜西口周辺の雨量データなどを提供するアプリ｢AREA RAIN for 横浜西口｣が開発され、取り組みについてコメント掲載 

18. 久田嘉章、Yahoo!ニュース Japan(8月22日配信)本学、東京電機大学、土木研究所などが取り組む内閣府の戦略的イノベーションプログラムの一環として横浜西口周辺の雨量データなどを提供するアプリ｢AREA RAIN for 横浜西口｣が開発され取り組みについてコメント掲載 

19. 久田嘉章、カナロコ(8月22日配信)本学、東京電機大学、土木研究所などが取り組む内閣府の戦略的イノベーションプログラムの一環として横浜西口周辺の雨量データなどを提供するアプリ｢AREA RAIN for 横浜西口｣が開発され、取り組みについてコメント掲載 

20. 久田嘉章、日刊建設産業新聞(8月16日配信)本学、東京電機大学、土木研究所などが取り組む内閣府の戦略的イノベーションプログラムの一環として横浜西口周辺の雨量データなどを提供するアプリ｢AREA RAIN for 横浜西口｣が開発され、取り組みについてコメント掲載 

21. 久田嘉章、フジサンケイビジネスアイ　大阪北部地震(6月18日)のブロック塀倒壊事故が示す｢非構造部材｣の耐震について、専門家としてコメント 

22. 久田嘉章、SankeiBiz(8月7日配信)大阪北部地震(6月18日)のブロック塀倒壊事故が示す｢非構造部材｣の耐震についてコメント掲載 

23. 久田嘉章、NHK熊本放送、2016年熊本地震で出現した南阿蘇の地表断層直上の東海大学RC校舎被害の解説 

24. 久田嘉章、神奈川新聞 M7級が想定される首都直下地震についてコメント掲載 

25. 久田嘉章、リスク対策.com「巨大地震、高層ビルを襲う「長周期地震動」 「逃げずに留まる」「自助・共助」大都市型防災で臨む」の掲載 

26. 久田嘉章、朝日新聞　地震発生時、屋外での危険な箇所について見解が掲載 

27. 久田嘉章、奈良新聞　 6月18日に大阪北部で発生した震度6弱の地震によりブロック塀の倒壊事故が起った問題でコメント掲載 

28. 久田嘉章、朝日新聞　6月18日に大阪北部で発生した震度6弱の地震によりブロック塀の倒壊事故が起った問題でコメント掲載 

29. 久田嘉章、NHK総合『ニュース7』取材協力、地震工学の専門家としてコメント 

30. 久田嘉章、TBSテレビ ｢あさチャン｣　大都市の直下型地震の脅威、取材協力 

31. 久田嘉章、首都圏 NEWS WEB(6月20配信) 建物の耐震化や室内の地震対策に詳しい専門家として、家具の転倒防止対策などについてコメント掲載 

32. 久田嘉章、NHKオンライン(6月20配信) 建物の耐震化や室内の地震対策に詳しい専門家として、家具の転倒防止対策などについてコメント掲載 

33. 久田嘉章、大阪日日新聞(6月19日付)6月18日に大阪北部で発生した震度6弱の地震によりブロック塀の倒壊事故が起った問題で、地震工学の専門家としてコメント 

34. 久田嘉章、神戸新聞(6月19日付)　大都市直下型地震の備えについてインタビューに答えました。 

35. 久田嘉章、信濃毎日新聞(6月19日付)　大都市直下型地震の備えについてインタビュー

36. 久田嘉章、神奈川新聞(6月19日付)6月18日に大阪北部で発生した震度6弱の地震によりブロック塀の倒壊事故が起った問題で、地震工学の専門家としてコメント

37. 久田嘉章、読売新聞(6月19日付)　大都市直下型地震の備えについてインタビュー。 

38. 久田嘉章、日本経済新聞(6月3日付)長周期パルスが高層ビルに及ぼす影響などについてコメント 

39. 久田嘉章、遊学堂講義録「災害時、逃げる必要のない建物とまちづくり（第４部）」 https://shisokuyubi.com/special-column/Disaster-prevention-city04

40. 久田嘉章、遊学堂講義録「災害時、逃げる必要のない建物とまちづくり（第３部）」 https://shisokuyubi.com/special-column/Disaster-prevention-city03

41. 久田嘉章、遊学堂講義録「災害時、逃げる必要のない建物とまちづくり（第２部）」 https://shisokuyubi.com/special-column/Disaster-prevention-city02

42. 久田嘉章、遊学堂講義録「災害時、逃げる必要のない建物とまちづくり（第１部）」を公開 https://shisokuyubi.com/special-column/Disaster-prevention-city01

43. 久田嘉章、ウェブロンザ(4月23日配信 朝日新聞社の言論サイト) 熊本地震で発生した長周期パルスについてコメント

44. 久田嘉章、神奈川新聞(4月18日付)2016年4月に発生した熊本地震後に行った家屋の調査などについてコメント
輩出した博士・修士・学士

修士７名　
学士２４名

その他（報告会・シンポジウムの主催・共催、実験の実施など）
1. システムライン天井の振動台実験(2018/11-12)
2. 在来天井吊材の非線形振動実験(2018/12-2019/1 東京工業大学元結研究室共同実験)
3. 置屋根体育館支承部の実験(2018/9-11)
4. 応急危険度判定士スキルアップセミナー「東京都の判定員登録をしたものの、実際にどう動くのか︖」（2019 年3 ⽉18 ⽇、⼯学院⼤学新宿キャンパス、主催：東京建築⼠会新宿⽀部・東京都建築⼠事務所協会新宿⽀部・JIA 新宿地域会・⼯学院⼤学／ 後 援 新宿区）
5. 2018年度日本建築学会大会（東北）学術講演会 シェル・空間構造若手優秀発表（２名：荒井雄大、渡辺俊也）
6. 2018年度日本建築学会大会（東北）学術講演会若手優秀発表賞（環境工学）2名
・矢ヶ﨑啓介：事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その12)　超高層建築の給排水衛生設備の耐震性能について，日本建築学会大会学術講演梗概集(仙台)， 2018.9

・菅野晃平：事業継続計画策定を支援する建築の非構造部材・建築設備の地震リスクに関する研究(その13)　水槽を有する超高層建築における地震時の水賦存量の予測，日本建築学会大会学術講演梗概集(仙台)， 2018.9
